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（百万円未満切捨て）  

１．平成 20 年３月期第１四半期の連結業績（平成 19 年４月１日～平成 19 年６月 30 日） 
(1) 連結経営成績                            （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期）純利益

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

20 年３月期第１四半期 9,481  ― 261  ― 225  ―  220  ― 

19 年３月期第１四半期 ―  ― ―  ― ―  ―  ―  ― 

19 年３月期 47,602  777  603  468  
 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

20 年３月期第１四半期 0.76  ―  

19 年３月期第１四半期 ―  ―  

19 年３月期 1.63  ―  
(注)四半期の連結経営成績は当第１四半期から開示しているため、前年同四半期の実績及び前年同四半期増減率に

ついては記載していない。 
 
(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円    銭

20 年３月期第１四半期 36,700  7,405  20.2  25.68  

19 年３月期第１四半期 ―  ―  ―  ―  

19 年３月期 38,139  7,195  18.9  24.96  
(注)四半期の連結財政状態は当第１四半期から開示しているため、前年同四半期の実績については記載していない。 
 
２．平成 20 年３月期の連結業績予想（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 【参考】 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円   銭

中  間  期 19,000 △4.0 200 △38.6 90 △63.9 80 △83.5 0.28 

通     期 43,200 △9.2 1,000  28.6 800  32.5 780  66.4 2.71 
 
３．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 
(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
［（注）詳細は，２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］ 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他の特記事項 
 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期におけるわが国経済は、個人消費が持ち直してきており、景気は総じて堅調に

推移いたしました。この間建設業界につきましては、公共投資の低迷や厳しい受注競争が依然

として続いてまいりました。 

 このような状況の下、当社グループでは、「新３ヵ年計画」の目標である平成 19 年度中の繰

越損失の一掃を目指して、原価管理に関する諸施策を引き続き実施してまいりました。 

当社グループの売上高は、通常の営業の形態として下半期に完成する工事の割合が大きく、

業績に季節的変動があります。 

その結果、当第１四半期における売上高は 94 億 81 百万円、営業利益は 2億 61 百万円、経常

利益は 2億 25 百万円、四半期純利益は 2億 20 百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期の資産合計は、受取手形・完成工事未収入金等の減少等により、前連結会計年

度末に比べ 14 億 39 百万円減の 367 億円となりました。 

負債合計は、未成工事受入金が増加したものの、支払手形・工事未払金等の減少等により、

前連結会計年度末に比べ 16 億 48 百万円減の 292 億 95 百万円となりました。 

純資産合計は、四半期純利益 2億 20 百万円を計上したことにより、前連結会計年度末に比べ

2億 9百万円増の 74 億 5百万円となりました。 

この結果１株当たり純資産額は、前連結会計年度末 24.96 円から 0.72 円増の 25.68 円となり

ました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 平成 19 年５月７日に公表いたしました業績予想につきましては、特に変更はございません。 

 

４．その他 

最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成 18 年７月５日）が平

成 20年３月 31 日以前に開始する連結会計年度に係る連結財務諸表から適用できることに

なったことに伴い、当連結会計年度から同会計基準を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

 （有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当連結会計年度より法人税法の改正に伴い、平成 19 年４月１日以後に取得した有形固

定資産の減価償却については、改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

また、平成 19 年３月 31 日以前に取得した有形固定資産のうち償却可能限度額までの償

却が終了しているものについては、残存簿価を５年間で均等償却しております。 

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 
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５．（要約）四半期連結財務諸表 
(1) （要約）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円，％） 

前年同四半期末 

平成 19 年３月期 

第１四半期末 

当四半期末 

平成 20 年３月期 

第１四半期末 

増  減 
（参考）前期末 

（平成 19 年３月期末）科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 
（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

１ 現金預金 ― 2,118 ― ― 1,904 

２ 受取手形・ 
完成工事未収入金等

― 19,709 ― ― 20,944 

３ 未成工事支出金等 ― 2,521 ― ― 2,821 

４ その他たな卸資産 ― 582 ― ― 583 

５ 繰延税金資産 ― 99 ― ― 99 

６ その他 ― 218 ― ― 370 

貸倒引当金 ― △159 ― ― △159 

流動資産合計 ― 25,091 ― ― 26,565 

Ⅱ 固定資産      

１ 有形固定資産      

(1) 建物・構築物 ― 2,040 ― ― 2,063 

(2) 機械・運搬具・ 
工具器具備品 ― 63 ― ― 63 

(3) 土地 ― 6,864 ― ― 6,864 

有形固定資産合計 ― 8,967 ― ― 8,991 

２ 無形固定資産 ― 120 ― ― 111 

３ 投資その他の資産      

(1) 繰延税金資産 ― 1,117 ― ― 1,109 

(2) その他 ― 2,547 ― ― 2,505 

貸倒引当金 ― △1,143 ― ― △1,143 

投資その他の資産合計 ― 2,520 ― ― 2,471 

固定資産合計 ― 11,608 ― ― 11,574 

  資産合計 ― 36,700 ― ― 38,139 
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（単位：百万円，％） 

前年同四半期末 

平成 19 年３月期 

第１四半期末 

当四半期末 

平成 20 年３月期 

第１四半期末 

増  減 
（参考）前期末 

（平成 19 年３月期末）科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 
（負債の部）  
Ⅰ 流動負債      
１ 支払手形・ 
工事未払金等 ― 13,904 ― ― 16,440 

２ 短期借入金 ― 9,223 ― ― 9,406 

３ 未成工事受入金 ― 1,854 ― ― 584 

４ 完成工事補償引当金 ― 32 ― ― 37 

５ 工事損失引当金 ― 12 ― ― 26 

６ 賞与引当金 ― 49 ― ― 140 

７ その他 ― 706 ― ― 504 

流動負債合計 ― 25,783 ― ― 27,140 

Ⅱ 固定負債      

１ 長期借入金 ― 2,241 ― ― 2,561 

２ 退職給付引当金 ― 1,125 ― ― 1,096 

３ その他 ― 145 ― ― 145 

固定負債合計 ― 3,512 ― ― 3,803 

負債合計 ― 29,295 ― ― 30,944 

（純資産の部）      

Ⅰ 株主資本      

１ 資本金 ― 7,864 ― ― 7,864 

２ 利益剰余金 ― △548 ― ― △768 

３ 自己株式 ― △2 ― ― △2 

株主資本合計 ― 7,313  ― ―  7,093 

Ⅱ 評価・換算差額等      
１ その他有価証券 
評価差額金 ― 91 ― ― 101 

評価・換算差額等合計 ― 91 ― ― 101 

純資産合計 ― 7,405 ― ― 7,195 

負債、純資産合計 ― 36,700 ― ― 38,139 

(注) 四半期連結貸借対照表は当第１四半期から開示しているため、前第１四半期の実績については記載してい
ない。 
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(2) （要約）四半期連結損益計算書 

（単位：百万円，％） 

前年同四半期 

平成 19 年３月期 

第１四半期 

当四半期 

平成 20 年３月期 

第１四半期 

増  減 
（参考）前期 

（平成 19 年３月期）科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 ― 9,481 ― ― 47,602 

Ⅱ 売上原価 ― 8,725 ― ― 44,739 

売上総利益 ― 756 ― ― 2,863 

Ⅲ 販売費及び 
一般管理費 

― 495 ― ― 2,085 

営業利益 ― 261 ― ― 777 

Ⅳ 営業外収益 ― 19 ― ― 51 

Ⅴ 営業外費用 ― 55 ― ― 225 

経常利益 ― 225 ― ― 603 

Ⅵ 特別利益 ― ― ― ― 393 

Ⅶ 特別損失 ― ― ― ― 405 

税金等調整前四半期 
（当期）純利益 ― 225 ― ― 592 

税金費用 ― 5 ― ― 123 

四半期（当期）純利益 ― 220 ― ― 468 

(注) 四半期連結損益計算書は当第１四半期から開示しているため、前第１四半期の実績については記載してい
ない。
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６．四半期個別受注の概況 
 
(1) 個別受注の実績      

 受注高 
20 年３月期第１四半期 5,569 百万円 △58.1％ 

19 年３月期第１四半期 13,277     37.7  

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額 
   ②％表示は、対前年同四半期増減率 
 
（参考）受注実績の内訳                         （単位：百万円，％） 

前年同四半期 当四半期 
区    分 平成 19 年３月期 

第１四半期 
平成 20 年３月期 
第１四半期 

比較増減 増減率 

官公庁 333 ( 2.5％) 103 ( 1.9％) △230 △69.1％

民間 9,567 (72.1％) 2,284 (41.0％) △7,283 △76.1％
建 

築 

計 9,900 (74.6％) 2,387 (42.9％) △7,513 △75.9％

官公庁 194 ( 1.5％) 489 ( 8.8％) 295 152.1％

民間 2,864 (21.5％) 2,090 (37.5％) △774 △27.0％
土 

木 

計 3,058 (23.0％) 2,580 (46.3％) △478 △15.6％

官公庁 ― (  ―) ― (  ―) ― ―

民間 317 ( 2.4％) 601 (10.8％) 284 89.6％
電 

気 

計 317 ( 2.4％) 601 (10.8％) 284 89.6％

官公庁 527 ( 4.0％) 592 (10.7％) 65 12.4％

民間 12,749 (96.0％) 4,976 (89.3％) △7,773 △61.0％

建 
 

設 
 

事 
 

業 

合 
計 

計 13,277 (100.0％) 5,569 (100.0％) △7,707 △58.1％

（注）（ ）内の％表示は、構成比率 
 
（2）個別受注の予想 

 中間期 通  期 
20 年３月期予想 25,200 百万円  15.0％ 42,000 百万円  2.0％ 
19 年３月期実績 21,910    △5.3  41,181    △5.6  

（注）％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率 
 
[個別受注の実績及び個別受注の予想に関する定性的情報等] 

 当第１四半期の個別受注の実績は、民間建築工事の受注が一部期ずれしたこと等によりまして、受

注総額は前年同四半期に比べ 58.1％減の 55 億 69 百万円となりました。 

 


